
見直しのイメージ（平成 20 年試験問題を例にした場合） 

 

 

４．所要室 

室  名 床面積 設置階 特 記 事 項 

ロ ビ ー 適 宜 ○ 階  

シ ン グ ル 

(計 9 0 室) 
○ 階  

ツ イ ン 

(計 1 5 室) 
○ 階  

客 
 

室 車いす使用者用 

( 計 ５ 室 ) 
○ 階  

コーヒーショップ ○ 階  

守 衛 室 

特記事

項によ

り算定 

○ 階  

電 気 ・ 機 械 室 適 宜 ○ 階  

・上記の室については、特記事項から床面積を算定し、計画する。 

・便所、倉庫その他必要と思われる室等は、適宜計画する。 

① 主要な室のみを与えるものとする。（    の部

分の室名等は与えず、受験者が適宜計画するもの

とする。） 

② 室の床面積については、与条件として設定する部

分を減らす。（   の部分は設計する建築物の

規模、用途、所要室の特記事項等から受験者が計

画する。） 

③ 異なる機能を複合させた部分（   の部分）を

減らす。 

設計課題 

「設計課題（設計対象の建築物）」に関し、異なる機能を複合させた建築物を出題する従来の方式を改め、比

較的シンプルな用途の建築物（主たる機能の部門とこれに関連する部門からなる建築物）とするなど、ゾーニン

グや部門間の動線に関する設計条件を簡素化した出題とする。 

① 従来の要求図面に新たに図示させるもの 

・耐力壁の位置等の構造計画に関するもの 

・設備機器、設備シャフトの位置等の設備計画に関するもの 

② 新たに追加する図面 

・梁伏図、矩計図等の構造計画に関する図面から１面程度 

※追加する図面に応じて、従来の要求図面を減らし、合計で 4面程度とする。 

要求図面・面積表 

・ 配置図、平面図、断面図、立面図、伏図、矩計図等の図面のうちから 4面程度 

・ 面積表 

（答案用紙(Ａ２判)）

計画の要点等 

・計画の要点等（10 問程度） 

（答案用紙(Ａ３判)） 

ａ 

ｂ 

ｃ 

所要室 

「設計条件」における「所要室」に関し、室構成や床面積を細かく指定し、これに従った設計図書の作成を要

求する従来の方式を改め、室構成や床面積を大括りの設定とするなど、設計の自由度を高める出題とする。 

特記事項の欄は、設計

するに当たって、特に

必要と思われる事項を

提示する。 

① 建築計画(ゾーニング、動線、景観への配慮等) 

② 構造計画(構造種別、架構形式、耐震計画等) 

③ 設備計画（空調設備、給排水衛生設備、防災設備、電気設備、環境負荷低減等） 

①～③の計画に関し配慮した事項、周辺環境に対し配慮した事項などについて、記述（又は簡

易な図示）をさせる（１問あたりの記述のボリュームは従来と同程度とし、10 問程度）。 

ａ 

ｃ 

ａ 

ｂ 

＜平成 20 年試験問題を例にした場合＞

＜平成 20 年試験問題を例にした場合＞
ビジネスホテルの機能の部門とこれに関連する共用部門からなる出題とし、設計課題は、｢ビジネスホテル｣とする等簡

素化を図るものとする。 

（注）上記以外の設計条件（敷地及び周辺条件、建築物の階数・床面積、駐車場台数等）については、原則として

従来と同様に設定するものとする。 


